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「総合学習」の実践上の問題点
小6 「二本木開拓史」を通して
安　藤　正　紀＊
I　 は　じ　め　に
筆者は，先に「総合学習」の試みとして，小51
）
「わたしたちの矢作川」の実践を紹介した。その
中で，「総合学習」を（生活課題を教育活動全般を
通じて，子どもの自由な追究や体験から解明して2
）
いき，生活そのものの進展をはかっていく学習」
と考えていく立場を明らかにした。
日本教育方法学会は，「総合学習」の歴史的理論3
）
的検討を行い,『学級教授論と総合学習の探究』と
して刊行した。その中で長岡文雄は，総合・合科
学習が注目されてきた要因と具体的な実践例を紹
介し，「80年代は，総合的合科的学習の本格的実践
研究の時である。理論においても実践においても，
より根本的に，また，子どもの学習の事実の中に
究明されなければならない。総合的合科的学習に
よって，教育を更新し，学校をよみがえらせ，『こ4
』
の子』の生き方を確立させなければならない。」
と，現在の「総合学習」の研究方向を明確に打ち
出した。筆者も，この研究方向に賛同する。
そこで，本稿においては，まず小6 「二本木開
拓史」の実践を紹介する。そして，「総合学習」の
実践を進めていく上での問題点を，①「総合学習」
で身につける学力，秘教育課程の上での位置づけ
の2 点から「二本木開拓史」の実践をもとに考え
ていきたいと思う。
Ⅱ　教材開発にあたって
（1） 教材開発の基礎になった「生活ノート」
親が生まれ育った土地が二本木である子どもは，
クラスの中に3 人しかいない。他の34人の子ども
たちの親は，ここ10年の間に転居してきた者で，
子どもたちに「君たちのふる里はどこかな。」と聞5
）
くと，「九州」とか「四国」と返答する。このよう
な地域であるため，親たちの郷土愛も薄く，地域
づくりには，あまり力を入れていないというのが
現状である。
そこで，このような現状を打破するため，親た
ちの中から，コミュニティ作りを推進していこう
という声が聞かれ始めた。また，本校のPTA も
「子どもの心に残るふる里づくり」として活動を6
）
始めている。
このような状況の中で，子どもたちのふる里と
なるべき二本木に存在した様々な歴史的社会事象
の問題を学習していき，子どもたちに，ふる里二
本木を見直し，未来の発展を推進していく力を培
っていくことはできないかと考えていった。
7）5
月10日，まず子どもたちに，『’81安城の統計』
から，二本木小学校の学区の面積と人口について
調べさせていった。1981年10月1 日現在,面積2.65km2 
・ 人口9016人であることを調べていく中で，A
男が，「現在, 9016人も二本木に住んでいるけど，
二本木に人が住み始めたのはいつごろかな。」と問
いかけてきた。
5 月17日のM 男の「生活ノート」には，次のよ＊安城市立二本木小学校教諭
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うな文 が見 ら れた 。
昨日，H君と双樹寺へ見学をしに行きました。
’だけど，どこかわからなくなって，近くのおじさ
んにたずねてみました。おじさんはていねいに教
えてくれました。「ありがとうございました。」と
言って，ぼくたちは，言われた通りに行くと，お
寺がありまし た。そこが双樹寺でした。 畑仕事 を
しているお ばさんに聞いたところ，寺の人 はどこ
かへ行っている とのことでした。
だから，その間，仙翁寺や春日社へ行きました。
ちょこっと，おさい銭を使いました。そしてまた，
双樹寺に行きました。だけど，まだ寺の人は帰っ
ていませんでした。寺の所で，2人で話をしてい
ると，あまさんが帰ってきました。ぼくたちが，
「先生の赤 ちゃ んが生 まれてすぐ死んじゃった ん
です。仏 像をおが ませてください。」と言ったら，
お寺の中 へ入れてくれて本堂に入りまし た。本堂
に入ると，阿弥陀如来 像があり ました。あ まさん
が，「二本木 とここの地名がよばれるのは，この寺
に昔，2 本の大きな松があったからだ よ。」と教 え
て くれました。
さらに，5 月18日，K 女の「生活ノート」には，
自分の家の先祖調べがしてあった。
お父 さんが，家 の先担 は, 110年 ほど前，名古屋
市港区の辺から来 たといい ました。私 の先担がど
こから来たか早く知 りたかったので よかったです。，
これから，家系図 を作りたいと思ってい ます。
そ こ で ，M 男 やK 女 の 「生 活 ノ ー ト 」 を 朝 の 会
で 発 表 さ せ た と こ ろ ， 子 ど も た ち の 中 か ら ， 二 本
木 に 住 ん だ 先 担 の 業 績 を 調 べ て い こ う と い う 意 欲
が 見 ら れ 始 め た 。
（2 ） 現 地 調 査 と 文 献 研 究
二 本 木 の 歴 史 に つ い て は ， 『二 本 木 町 郷 土 史 資8
』　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9）
料 編 』 の 基 礎 資 料 が あ り ， さ ら に 『安 城 市 史
』
『明10
』　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11）
治 用 水 百 年 史
』
『明 治 用 水 一 地 域 を ひ ら い て1 世 紀
番号 ? 調　 査　 地　 点
①②
③④⑤⑥
⑦ ?
有舌尖頭 器出土地点
二本木城築 城予定地
神楽山地 蔵尊
切替移住記念碑
升半三河茶園分布 地
双 樹寺
二 本木八幡社
図1　 教材開発のための調査地点
－』などの関連資料を検討していった。また，学
区の現地調査（図1 ）や古老の聞き取りを行い，
二本木の資料が保存してある野田資料館にも数回
足を運んだ。
以上のような現地調査 。文献研究などから，二
本木を開拓していった先人たちの業績を扱う中で，
ふる里二本木を見直し，未来の発展を推進してい
く力を，二本木小学校を巣立っていく6 年の子ど
もたちに培っていくことはできないかと考え,「二
本木開拓史」という自主単元の設定を考えていっ
た。
現地調査をする中で，二本木を開拓していった
先担の業績が，子どもたちの目で確かめられるも
のとして，「切替移住記念碑」があることに気がつ
いた。この「切替移住記念碑」は, 1928年に先祖
の業績をしのぶ意味で子孫が建てたものであり，15
人の先祖の名が刻まれている。さらに，この記12
）
念碑を建てた目的などが記された古文書が残って
おり，移住者の子孫からの話も聞くことができる。
以上の条件から，明治用水通水後の二本木の開拓
のようすについては，この記念碑が建てられた目
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的を追究していく中で，当時の先柤たちの生き方
からさぐっていくことができるのではないかと考
えていった。
二本木の開拓は，明治用水通水以前にも，帰農
した武士が茶などを栽培して始められていた。武
士というのは，明治維新後の転封で，福島から二
本木地区に来た重原藩士のことである。しかし，
重原藩士の多くは，畑仕事などの重労働のため農
業を断念し，郷里福島へ帰っていった。そこで，
この残った茶園を，名古屋升半茶店2 代目横井半
三郎が買い上げ，子どもの録吉に管理させ，さら
に開墾させていった。そして,最高6.6ha の経営面
積を持つまでに発展させた。しかし, 1920年には，
すべての茶園は整理されてしまった。録吉の孫に
あたる昭一さんの話や，名古屋升半茶店に残る資
料などから，三河茶園が整理された理由としては。13
）
次のようなことが考えられる。
・升半の経営理念「値だんの安いものを売ってい
く。しかし，品質はよりよいものでなくてはなら
ない。」からくる宇治茶（升半茶店には自園茶とし
て，三河茶園の他に，宇治木幡に茶園を所有して
い る。）との比較一 三河茶園の方が品質が悪い。
・第1 次世界大戦以後 の経済不況のあおり
。周辺の土地が水田化さ れていく中での労働力不
足 と茶の木 の根ぐされ
ところで，明治維新後の転封で，福島在住の家
臣団がどんどん二本木に移住してきたので，重原
藩としては，新しい居城と城下町の建設に早急に
取りかかる必要にせまられ，二本木（現在の美園
町坪田，立石一雄氏宅にあたり）が，築城予定地
に選ばれた。築城予定地を中心に家臣団を配置し，
城下町形成のため道路網の整備に着手したが，1869
年の版籍奉還にともなって，新政府より築城
などの新規事業は一時見合わせるようにという布
告があり，工事半ばにして中止される。二本木城
は， 幕 末 から明 治 維新 の大 き な時代 の移 り変 わ り14
）
の中 で ， まぼ ろし に終 わっ て し まった ので あ る。
Ⅲ　 「二 本 木開 拓史 」 の実 践
（1） 単元 の指 導 目標 と単 元構 成表
「二本 木 開拓 史 」の 指導 目 標は， 次 の2 点 であ
る。
①「切替 移 住記 念 碑建立 」「三河 茶 園整 理」「 ま
ぽ ろし でし か なか った 二本 木 城」 とい う 歴史
的事 実 を生 み出 し た要 因 を，資 料 や見 学 や調
査 な どか ら追究 し てい く主 体的 な 姿勢 を身 に
つ けさ せ る。
②ふる里二本木に存在したさまざまな歴史的
事 実の 問題 を学 習し て い く中 で,「 二本 木 を育
て る力 」 を子 ど もたち に身 に つけ させ る。
次 に， 子 ど もの自 由 な追 究 にそっ た 単元 展開 を
単元 構成 表 とし て表1 に示 し てお く。
表1 「二本 木 開拓 史 」単元 構 成表
（70時間完了）
（1）二本木小学校の学区の面積と人口………1時間
（2）切替移住記念碑建立の目的………………17時間
（3）三河茶園整理の理由………………………8時間
（4）まぽろしでしかなかった二本木城………6時間
（5）劇「まぽろしの二本木城」の台本作り…8時間
（6）劇「まぽろしの二本木城」の小道具作りと舞台
げいこ　　……………………………………18時間
（7）二本木を育てる力とは……………………2時間
（8）二本木コミュニティセンター完成式へむけての
劇「まぼろしの二本木城」の舞台げいこ…10時間
（2） 切替移住記念碑建立の目的
5月20日，「切替移住記念碑」の見学へ行った。
記念碑の後ろに書かれてある15人の先祖の名前を
写し，記念碑のまわりの草取りなどをして帰った。
学校に着くと，I男が，「この人たちは，どこから
来たんだろうか。」という問いかけをしてきた。さ
っそく，表2に示したような「移住者の氏名・移
住年月・原籍地」を子どもたちに渡した。子ども
たちは，年表を作ったり，愛知県の白地図に移住
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表2「切替移住記念碑」に記された15人の
氏名・移住年月・原籍地
氏　　　 名 ? 移住年月　　　 原　　籍　　地
立松粂次郎
立松新六
藤田辰次郎
奥村清六
岡村作兵衛
板津喜左衛門
坂野平次
鈴木為吉
小島林吉
深田仙太郎
深田磯平
神谷菊太郎
谷千代吉
瀬戸 音次郎
小林富次郎 ?
明治14年12月　愛知郡寛政村
同上15. 1.　 愛知郡八番割村
同上15. 1.　　 同　上
同上17．　3 ．　愛知郡荒子村
同上16．　2 ．　愛知郡中郷村
同上18. 11.　 丹羽郡楽田村
同上20. 3.　 愛知郡当知村
同上20. 3.　 幡豆郡長縄村
同上24. 3.　 幡豆郡東幡豆村
同上26. 10.　 西加茂郡福谷村
同上30. 2.　　 同　上
同上30．　3 ．　碧海郡吉浜村
同上30．9 ．　幡豆郡中富村
同上31. 1.　 碧海郡合歓木村
同上35. 2.　 碧海郡築地村
資料：『二本木町郷土史資料編』 P. 37より作成
者の 原籍地 を書 きこ んだ りし た。 こ の作業 を通 し
て， 次の よ うな疑 問 が出 て きた。
．明治10年代 に移住してきた人 は，今でいう名古
屋市港区あたりの人が多いが， それはなぜか。
・どうして，二本木の近くに住んでいる人 が移住
してこなかったのか。
・深田磯平・深田仙太郎は，明治26年と明治30年
に移住してきてい るが，原籍地は同じ西加茂郡福
谷村である。兄弟 かそれとも親せきかな。
以上のような疑問に対して，子どもたちは次の
ような予想をしていった。例えば,「最初に移住し
てきた人は，名古屋市港区あたりの出身者が多い。
きっと名古屋市港区あたりは海に近いから，大水
の被害をよく受けたんじゃないかな。」「二本木の
近くに住んでいる人が移住してこなかったのは，
二本木のあたりが木や草がはえていて，田を作る
ど こ ろの 土 地 じ ゃ な い こ と を知 っ て い た か ら だ
よ。」「仙 太郎 と磯 平 は きっ と親 せ きだ よ。 そし て，
仙太郎 が ，『う ん， こ れなら な んと かな る。』 と思
って ，磯 平 を呼 ん だん だよ。」
そ こで， こ れら の予 想 を確か め るた めに，移 住
者 の子 孫 の人 たち に聞 き取 り に行 くこ とにし た。15
）
子 どもた ち に，「郷 土 開拓 者の家 系 」を印 刷し て渡
し ，15 人 の子 孫 にあ たる人 を捜 し ていっ た。 次 に，
「子 孫 にあた る人 は わかっ た けど， 家 は どこか わ
か る。」 とい う問い をし た とこ ろ，子 どもた ちは，
電 話帳 や住宅 地図 を貸 して ほし い と要求 し てき た。
子孫 の 住む家 を地 図 から 捜し出 し た子 ど もたち は，
放 課 後， 電話 をかけ ，相手 の都 合 を聞 き， それ ぞ
れ の疑問 の 解明 にあ た るた め， 聞 き取 り調査 を行
っ てい った 。　5月24 日，N 女 は，「生活 ノ ート」に
次 の よう に書い て きた。
私は，M さんと深田さ んの所へ行き ました。先
生が印刷してくれた家けいの表から，磯平 と仙太
郎は親子であ ることがわかったけど，どうして子
どもの仙太郎が早く移住してきたのかわかりませ
んでした。 ふつうは親子いっしょに移住してくる
ので はないかと思ったので す。深田 さんに聞 くと，｢
私のひいおじいさんにあたる磯平 は，仙太郎お
じいさんが移 住してきた明治26年ころには， もう50
才 をすぎていて，このあれた二本木 をかいたく
し ていくだけの体力がなかった んだよ。だから，
子 どもの仙太郎 が，ある程度かいたくしておいで
から，父親をよんだ んだよ。｣と，教えてくれ まし
た。　1つ疑問に思い ました。あ れた土地 をかいた
くするの は，そんなにえらいんだろうかというこ
とです。
他の 子 ど もたち も，N 女 たち の よう に自分 の疑
問 を， 聞 き取 り調査 か ら解明 して いっ た。
ところ で，N 女 が，「あれ た土 地 をか いた くす る
のは， そ んな にえ らい んだ ろうか。」と書 いて く れ
たこ とを全 員 の前 で発表 させ た ところ，T 男 が，
「ぽ くた ち も， やっ て みよう。」と意 見 を述 べ， 全
員 の賛 成 で，「土 掘 り」作 業 をす るこ とに決 めた。5
月28 日 ，学 校の 前 にあ る草 が おい茂 って い る
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土地の中に, 100m2の線を引き，何時間で作物を植
えるだけの土地になるかという作業を行った。朝9
時から始めたのだが，10時には喜んで作業して
いた子どもたちの中に，すわりこんでしまう者も
いた。 11時には，5 ～6 人の子が鍬を持っている
だけである。 12時になるころには，全員がそこに
すわり込んでしまった。100m2の土地の半分も耕す
ことができなかったのである。この「土掘り」作
業後，K 男は，次のように「生活ノート」に書い
てきた。
土ほりがあんなにえらいとは思いませんでした。
それに，むかしは松がはえていたり，石がごろご
ろしていたはずです。また，ぼくたちが使ってい
る道具 も，もっ ともっさい と思います。 むかし の
人 は， とてもがんばりやだと思います。生きてい
くために，少しぐらいつらいこ とがあって も，や
りぬいたんだと思い ます。
ぽくは，あの記念ひは， むかしの人 のがんばり
をたたえるためにたてられたんだ と思います。
5 月29日の朝の会に，このK 男のノートを発表
させたところ，他の子どもたちも，「きっとそうだ
よ。」と，K 男の「切替移住記念碑」の建立の目的
についての意見に賛成した。しかし，H 女は，「次
に続く子孫のために，この記念碑を作ったんだよ。
二本木をよりよい町にしてほしいという気持ちを
表すために作ったんだよ。」という意見を述べた。
そこで，「切替移住記念碑が建てられたのはなぜ
か。」という疑問について，移住者の子孫にあたる
岡村謹十郎さんに話を聞くことにした。
6 月2 日，切替にある梨畑に岡村謹十郎さんを
訪ねた。岡村さんの話を要約して，次に紹介する。
みんな， よう来てくれたな。 みんながこうやっ
て，二本木の歴史について調べてくれるのは， と
てもうれしいことです。あのな，切替移住記念碑
を建てたのはな,「こしてきた人の心をば残すため
じ ゃ｡」昔 の二本木 は松林 が山のようになってい
て， それに土地も固くやせていたんだよ。松林の
中には，いたちもたぬきもいたんだよ。昔の人 は，1
日 にたった2 はいの麦 めしで， このあ れた土地
を開拓していったんだよ。
でもな， わしのおじい さんが移住し てきたころ，
みんなの学校の南側にある道路の近くには茶畑が
あったそうだよ。それを栽培し はじめたのは武士
で，昔二本木 にお城がたてられる予定だったんだ
よ。（以下略）
この中で，岡村さんが言った「こしてきた人の
心をば残すためじや。」の心とは何かが問題になっ
た。話し合いを進めていく中で，子どもたちは，
心を次のようにとらえた。
・先人 の苦労をしのぶという心。
・昔， おたがい助け合い ながらこの二本木 を開拓
していった。 もし，助け合いの気持ちが，昔の人
になかったなら，今の二本木 はない。だから，こ
の助け合いの気持ちを後に続く人に残し たい とい
う心。
（ み んな が言 う よう に，先 人 の苦 労 をし のぶ と
い うこ とは ，年1 回15 人 の子 孫 た ちが， こ の記 念16
）
碑 の前 に集 まっ て， こ の 『記録 書 』を読 むとい う
こ とか ら わか るね。」 と，「記録 書 」を わか り やす
く直 し ，子 どもた ち に提示 し た。 その時 ，A 男 が，
「先人 の苦 労 をし の ぶ とい う こ とは わかっ た け ど，
助 け合 い の気 持 ちを後 に続 く人 に残し たい という
こ と， 今じ ゃ そ んな気 持 ち， 子孫 の人 に残 っ てい
るの か なあ 。」 と， みん なの 前 で 問題 を投 げ か け
た。話 し 合 い は， また 暗 礁 に の りあ げ た 。「じ ゃ
あ， もう一度 岡村 さ ん に聞 きにい こう。」とい うT
男 の発言 で，6 月4 日， 岡村 さ んの 家 を再 び訪 ね
た。 そ こで， 岡 村 さ んは， 次の よ うに話 し て くれ
た。
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そうだな。　1つ例を出して みるよ。あ のな，大
戦前は15人の子孫たちは，農業をいっし ようけん
めいやった んだ。けど，大戦が終わって，工業が
発達すると，農業をやるのがばかばかし く思う人
が出てきた んじや。工場で働いた方が，毎月決 ま
ったお金 をもらえるからな。で も，農業 をいっし
ようけんめいやろうという人 もいたんだよ。二本
木の梨も，こういう農業 をいっし ようけんめいや
ろうという人が守ってきたんだよ。さて，助け合
いというの はな。工場で働 き出し た人 も先祖から
の土地 を手離したくなかったから，農業 を続ける
人にあずけたんだよ。先祖から受 け継い だ助け合
いの気持ち は，こうい うところにもあるんだよ。
と ころで ，6 月10 日 は，6 年3 組の 「学 級ハ イ
ライト 」（学 級 の紹 介 を朝の 会 を利 用し てVTR で
行 う）の日 であ る。 子 ど もたち に，「何 をや ろ う。」
と聞い た とこ ろ，「今や って い る，二本木 の 歴史 に
つ いて の劇 を やろ う。」と， 昨年 度 私の ク ラス にい
たA 男 が発 言し ，「ああ 二本 木 」とい う10 分 の寸 劇
を作 りあげ た。 台本 の一 部 を以 下 に紹 介 する。
T 男H
男H
女Y
女M
男
全員O
女NI
女 ?
＜　略　〉
こ れら15人 のがんばりを決して忘 れない
ようにするため15
人の子孫たちが，力 を合わせて移住記
念碑を建て まし た。
移住記念碑に書か れている岡村作兵衛さ
んの孫にあたる謹十郎さんが，現在 も活躍
さ れているのでお聞きし まし た。
なぜ，移住記念碑を建てられたのですか。
それはな。 こして きた人 の心 をば残すた
めじ や。
こしてきた人の心をば残 す。
こしてきた人の心 とは何だろう。
わたし たち6 年3 組は，助 け合いの気持
ちだ と考えまし た。
N2 女A
男 ?
みなさん，二本木の昔について，少しは
わかり まし たか。
これからも， みなさん，学区の中の古い
ものを見つけ出して調べてい くといいです
よ。
台本作りの中で問題になったのが，最後のN2
女・A男のせりふである。「N1女までの劇として終
わった 方 がいい 。」 とい う意 見 と，「N2 女・A 男 を
入 れて ，学 校中 の み んなが， 二本 木 の昔 につい て
勉 強し てい くよう に呼 びか けた方 がい い。」とい う
意 見 にわ か れたが，K 女の 「私 たち が勉強 して い
るこ とを 劇を通 し て みんな に知っ て もら えるチ ャ
ンス だし， 学校 中 の みんな が， 二本木 の 歴史 につ
い て勉 強し てい くな んてす ばらし い こ とよ。」とい
う 意見 で，N2 女・A 男 のせ りふ を加 えてい くこと
に決 めてい っ た。
（3） 三河 茶 園整理 の理 由
升半 の三 河茶 園 があ った場 所 と現存 す る製茶 所
の 見学 を行 っ た。見 学後 ， 表3 に示し た よう な，
三 河茶 園 の変 遷が わか る年表 を提 示し た とこ ろ，
それ ぞれ気 のつ い たこ とを発 表し てい っ たが， そ
の 中でH 男 が，「あ れっ。 1920年 に は，三河 茶 園が
す べて 整理 さ れてい る ぞ。 どうし て な んだろ う。」
とい う 問い が出 て きた ので，「 みんな，ひ とり調 べ
で，H 男 の 言っ た問 題 を考 えてい こ う。」と問 題 を
表3　 三河 茶 園の変 遷
1866年1871
年1874
年1880
年1914
年1918
年1920
年 ?
・宇治木幡に升屋半三郎の茶園・製茶所が
発足
・重原藩士が二本木の開墾を始める（茶の
栽培）
・二本木に升屋半三郎 の三河茶園 ．製茶所
が発足
・明治用水がで きる
．第1 次世界大戦が始 まる
・米そうどうが各地でおきる
．三河茶園がすべて整理される
資料： 『二本木町郷土史資料編J　pp.  84～86.
より作成
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投げかけた。子どもたちは，学校では図書室で文
献研究を行い，放課後は現地調査に出かけて行っ
た。ひとり調べの結果は，すべて「生活ノート」
の中に記入させ，教師とのやり取りを重援してい
った。そこで，3 人の「生活ノート」を紹介して
いくことにする。
H男　6月26日　三河茶園がはい止されたのは，
明治用水がこの三河茶園の中を通り，茶の本が根
ぐされをおこしたからだと思います。今は，明治
用水の底はコンクリートだけど，昔は土であった
と本に書いてありました。だから用水の水が土の
中にしみこんでいったと思います。それに，二本
木は土地が平らであったので，茶の木の根のとこ
ろに水がたまったんじやないかと思います。日本
の茶がたくさんうえられている静岡県なんかは，
坂のところでたくさん作っています。本に，茶は
水はけのいい所がいいと書いてありました。けど，
インドのアッサム地方では，ものすごく雨がふる
そうです。でも大じようぶです。インドのアッサ
ム地方では，急な坂の所で茶を作っているので，
根はくさらないのです。きっと茶は，雨がたくさ
んふって，水はけがいい所がいいんだと思います。
二本木のお茶の本は，きっと根ぐされをおこした
んだよ。これが原因で，三河茶園がはい止された
んだと思います。()内は，教師の朱書き
(水はけが悪いと，根がくさるということだけ
ど，どうしてそんなことがいえるんだい｡)
7月2日　先生，ぼくは，T君と実験をしまし
た。どんな実験かというと，T君の家に，茶の木
があったから，それをます掘りおこして，あなの
あいたところにビニールをひきました。このビニ
ールは水はけを悪くするためです。そして，もう
一度，茶の木をうえて，6月28日から水をたっぶ
りやりました。そしたら，茶の木の葉は，何 もし
ない葉よりも色が黄色 みたいになり まし た。今日
持っていきます。やっぱり，水 はけが悪いと茶の
木の根はくさるんです。(
すごい実験 だね。水はけが悪い と，根はくさっ
てし まうんだね。H 君，この水 はけの他に，三河
茶園が整理された理由はないかい｡)
S 女　6 月25日　私 は，長い間 に，家がぽつんぽ
つ んとたって茶 園をせ んり ようし たから，茶園を
整理した と思います。だって， この前，茶園があ
っ たところを歩いて みたら，86けんもの家があっ
たんです。こんなにたくさんの家 があっては，茶
園がせ まくなってし まい ます。(
茶園があった所 にある家は，そんなに古いの
かい。調べてごらん｡)6
月28日　きのうの日曜日に，茶園があった所
にある家86けんに，家 を何年にたてたか聞いて歩
きました。　3けんの家 はるすだったので聞け ませ
んでし た。その結果，大正9 年より前にたてられ
た家 は2 けんだけで， あとの家は，昭和 になって
からこし てきた家だったので す。私のよそうした，
家が茶園をせ んり ようし たというのはまちがいで
した。(
よく調 べましたね。 もう一度 よそうをたてて，
調べてみてください｡)
K 女　6 月24日　先生 に もらっ た年 表の 中 に，1918
年に米 そう どうが各地 でお きると書いてあ り
ます。米 そうどうがおきるという ことは，世 の中
がふけいきだったので，茶園をやって もだめだと
ろ く吉さんは，思ったんだと思い ます。(
世の中が不景気だ と，どうして茶園をやって
もだ めなのかな｡)6
月28日　不景気になると，お金が もうからな
くな るから， お茶 はの まないと思い ます。だって，
お茶をの まなくても生 きていけれるからです。(
そうだね。 お茶 をの まなくても生 きていけれ
るね。お茶を買 う人がいなくなったということか
な｡)
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?月29日　お茶をのみたいと思って，お茶を買
う人 もいたと思い ます。でも，今 ごはんを食 べた
あ となんかに，必 すお茶をのむでし よ。おばあさ
んに聞いたら，昔からお茶を飲 むそうです。 こま
ったなあ。 わからなくなってきた。(K
さんに，愛知県統計書 から調べた1915年か
ら1922年 の米 と茶のねだんを渡し ます。これをグ
ラフにして考 えてごらん｡)7
月2 日　先生にもらった米 と茶のねだんを計
算し てグラフにし まし た。 1915年のねだんを1 と
し て， それぞ れの年の米 と茶のねだんがい くつに
なるか計算したんです。なぜそうし たかという と，
米 は一石あたりのねだんで，茶は一貫あたりのね
だんで，たんいがちがうからです。 グラフ にして
わかったことは，三河茶園を整理し た1920年に，
茶 のねだんが急にさがったことです。 それに比べ
て，米のねだんは高 くなっています。 きっ と，ろ
く吉さ んが，茶 よりも米がもうかると思って，茶
を整理していっ たと思い ます。 また，三河茶園の
まわりは水田 ばっ かりだったので， まわりにあわ
せていこうと，ろ く吉さんは思った んだ と思い ま
す。(
米 と茶 のねだ んのうつりかわりから茶よりも
米がもうかると思っだのは， そうか もし れません
ね。まわりが水田ばかりだと， どうしてまわりに
あわせてい かなくてはい けないのかな｡)
以上のような「生活ノート」のやり取りから，
子どもたちの考えに深まりを持たせていった。
7月3 日に，「三河茶園が整理された理由」の話
し合いをもった。まず，「生活ノート」をもとに，
自分たちの意見を発表していった。この中で問題
になったこととして，K 女の「三河茶園のまわり
は水田ばかりだったので，まわりにあわせていこ
うとろく吉さんは思った。」という意見とH 男の
「明治用水がこの三河茶園の中を通り，茶の木が
根ぐされをおこした。」という意見の関連から出て
H 男 の 「三河 茶 園整理 の理 由」 の発 表
明治用水 の漏水による茶の根ぐされについて，
図を示し ながら発表し ているところ。
きたT男の「三河茶園の方が早くあったのにひど
いよ。」という問題がある。次に，この問題につい
てのやり取りを紹介する。
H 男O
女Y
女K
女A
男T
男K
男 ?
明治用水によって，広い地域が豊かな水
をもらい，水田ができるんだから，三河茶
園ぐらいだめになっても仕方ないよ。
どうして，明治用水を三河茶園の中 に通
しだのかな。
そこを通 すのが， まわりを水田にしてい
くのに都合 がよかったんじ やないかな。
三河茶園は，明治用水 が通っ て，日本の
デンマークといわれた安城のぎせい になっ
た みたい。1
つのものにつき進 んでいくと，それと
ちがっ たもの はだめになってし まうのかな。
そんなことあっちやいけない と思うな。
やっぱり，それぞれのものをいかし ていか
なくっ ちや。
ぽくたちは， これから，明治用水が三河
茶 園をだめにした ようなことは二度 とくり
かえしてはい けないと思い ます。
（4） まぽろしでしかなかった二本木城
子どもたちは，「切替移住記念碑建立の目的」の
学習の中で，岡村謹十郎さんから，二本木に城が
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たつ予定であったことを聞かされている。　7月9
日，I 男が，「先生，二本木城（子どもたちの呼び
名）というの，どこにできる予定だったの。」と聞
いてきたので，さっそく出かけていくことにした。
築城予定地である立石一雄氏の家のあたりの見学
を行ったところ，N 男は，「あれっ。ここの場所か
らだと，美園公園が少し下の方に見える。という
ことは，ここのあたりは少し高く，城をつくるの
にいいとこだよ。」と気づいていった。立石一雄氏
から，二本木城がたてられなかったことについて
の話を聞き，教室にもどって立石氏の話でわから
なかった点を調べていった。
その後，K男が，「先生，二本木城の絵をかきた
い。できなかった二本木城をぼくたちのチでかき
たい。」と言ってきた。みんなも賛成し，7月10
日，3時間をかけ，3グループがそれぞれB紙1
枚の大きさにかいていった。絵ができあがっだ時，
Y女が，「学芸会に二本木城のことをやりたいな。
もし二本木城がたっていたら，二本木はどのよう
になっていたかをみんなで話し合って，それを劇
にしようよ。」と述べ，さらにA男が，「二本木城
がたてられなかった理由を劇にしたらどうかな。」
と意見を続けた。他の子どもたちも，「わたしたち
の力で，みんなを『あっ！』といわせるような劇
にできたらいいね。」と賛成していった。
子どもたちがかいた「二本木城」を教室の後ろ
にはり，「まぽろしの二本木城」の劇を完成させる
ために，学芸会係8 人を決めた。2 学期の4 か月
間をかけて，学芸会係は第3 次台本まで作りあげ
た。台本を作ると，それを印刷して全員に渡し，
検討会を開いた。問題となったところを学芸会係
がさらに検討して，次の台本を作っていくという
形をとっていった。
3学期が始まるとすぐ，教師と子どもの相互の
協力で最終台本を作りあげた。また,舞台げいこ・
小道具作りなども全員の協力で行っていき，1 月
劇 「 まぼ ろし の二本 木 城」 の最 終場 面
この劇の主題 は,「重原藩士の苦悩 を通して， 城をた
てることよりも， ます生活を安定させ るために土 を耕
し，水を運ぶことが大切であることに気づく。」であ る。
30日の学芸会当日を迎えた。
学芸会終了後，保護司の神谷賢一氏より，二本
木コミュニティセンター完成式に「まぼろしの二
本木城」を演じてもらいたいという依頼があった。3
月6 日，二本木コミュニティセンター完成式の
中で，子どもたちは，自信に満ちあふれ，「まぽろ
しの二本木城」を演じた。子どもたちは，この経
験を次のように「生活ノート」に書いてきた。
K 女　3 月6 日　私か，私たちの劇を見ていた人
に対して思うことは， とてもうれしかったことで
す。それはおとし よりの人 達が，自分達のことを
思い出し て，大 きな拍手をし てくれたからです。
お としよりの1 人がこの劇を見て,「 めいどのみや
げが1 つできた」 と言ってい ました。私が死 ぬ時
も，この自分 の育った「二本木」，二本木の歴史 を
演じた思い出が一番の思い出 になる と思います。
S 女　3 月6 日　おみこさんの練習の時，2 階 ま
であかっ ていって，ここで私達が劇をし たんだと
いうことを実感でつかみとりたいです。 そして自
分の子 どもに，この思い出 を話してあげたい と思
います。
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（5） 二本木を育てる力とは
17）
教育実践者東井義雄は『村を育てる学力』を，
子どもたちに身につけさせていこうとした。彼の
考え方は，「- ただ私は，何とかして，学習の基
盤に，この国土や社会に対する『愛』を据えつけ
ておきたいと思うのだ。『村を捨てる学力』ではな
く『村を育てる学力』が育てたいのだ。みじめな
村をさえも見捨てず，愛し，育て得るような，主
体性をもった学力なら，進学や就職だってのり越
えるだろうし，たとえ失敗したところで，一生を
だいなしにするような生き方はしないだろうし，
村におれば村で，町におれば町で，その生まれが18
）
いを発揮してくれるにちがいない，と思うのだ。」
に表れている。
私も，この「二本木開拓史」の単元の中で，子
どもたちに「二本木を育てる力」を育成していき
たいと考えた。2 月19日のS 女の「生活ノート」
に，次のように書かれてあった。
私たちは，二本木の歴史について勉強し てきた
けど，その中で，3 つのことが大切だと思い ます。1
つは，切替移住記念碑がたてられた目的であ
る助け合い ということです。2
つ目 は，三河茶園が整理されたところで話し
合った，全体のためなら一部のことはしかたない
ということを，これからぜったいし てはいけない
というこ とです。3
つ目は， まぽろしの二本木 城の中でM 君が言
っ た「つらい， つらいけれど， こんな時こそがん
ばらなくてはだめだ｡」 という がんばりで す。私
は，この3 つが，これからの二本木にとって大切
であると思い ます。
このS 女の「生活ノート」を資料として，これ
からの二本木にとって大切なことを話し合ってい
った。S 女が書いてくれたように，「二本木を育て
る力」とは，先人が我々に示した，助け合い・少
数の尊重。がんばりであり，さらにそれらをふま
えた創造的な力であると思う。この「二本木開拓
史」の学習が成果をあげるのは，この子どもたち
が成長し，地域の中核になった時である。よりよ
い二本木を建設していくためには，小学校の時に
学習した「助け合い・少数の尊重・がんばり・創
造力」が必要であることを思い出してほしいもの
である。
Ⅳ　おわりに代えて
ｰ 「総合学習」の問題点の整理-
（1） 「総合学習」で身につける学力
子どもたちに，どんな学力を身につけたいか。
言い換えれば，今現実に目の前にしている子ども
たちに身につけさせたい，身につけさせなければ
ならない学力とは何かを考えることから教育実践
は始まる。全国各地で行われている「総合学習」
においても，このことが出発点になっている。
筆者は，「二本木開拓史」の実践の中で，「切替
移住記念碑建立」「三河茶園整理」「まぽろしでし
かなかった二本木城」という歴史的事実を生み出
した要因を，資料や見学や調査などから追究して
いくという主体的な追究姿勢を学力として身につ
けさせたいと思った。その際，子どもの追究の自
由を保障するため，子どもの考え方から追究の連
続性を持たせていく単元構成を考えていった。ま
た，子どもひとりひとりが，自分のペースで問題
が追究できるように，各自に「生活ノート」を持
たせ，教師とのやり取りを重援していった。この
実践では，さらに，「二本木を育てる力」を学力と
して子どもたちに身につけさせたいと思った。し
かし，主体的な追究姿勢とか「二本木を育てる力」
を学力として評価する場合，どのような観点から
評価していったらいいかが問題として残る。
それぞれの教科には，独自性があり体系づけら
れた知識がある。教科の独自性ばかりに目をやる･
と，知識量がその子を評価していることになり，
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子どもひとりひとりに内在する個性とかを捨象し
てしまう危険性がある。現実の非行問題を始めと
する教育荒廃の背景には，この知識偏重が存在し
ていることは衆目の一致する所である。したがっ
て，時間的ゆとりを持って，子どもたちに主体的
な追究姿勢を身につけさせるとか，二本木の中心
となって活躍できるような生き方という学力内容
を持った知識偏重に陥らない学習を，今後はより
積極的に推進していくべきではないだろうか。
（2） 教育課程の上での位置づけ
「総合学習」の実践を保障するためには，教育
課程上，一定の時間を確保することが必要である。
「総合学習」の実践校を教育課程の上での位置づ
けから見てみると，次のように大きく4 つに類型19
）
化できると思う。
①学校裁量の時間に位置づける
②各教科・道徳・特別活動および学校裁量の
時間に位置づける
③教科の1つとして位置づける
④教育課題上，独自の領域として位置づける
表4 「二本 木開 拓 史」 の時 間配 当 （70時 間）
教科名小単元番
号と時間数 ?
社会 国語 音楽 図工 体育 道徳 学級会
芍 瑟
（1）1 時 間(2)
 17 時 間
（3 ）8 時 間
（4 ）6 時 間
（5 ）8 時 間
（6 ）18時 間
（7 ）2 時 間
（8 ）10時 間 ?12　　　　　　　　3　　　　1　　　183　　　　
3
7　　　　　　　　　　　1
3　3　　　　　　　　　　12
2
10
計70 時 間 ?4　7　3　6　3　2　　2　　23
註 ）　1 ）小 単元名は表1 参照
2 ）小単元（2）の体育 は「土掘 り」
3 ）小単元（2）の学級会は「学級ハイライト」の
内容決定
4 ）小単元（2）の学校裁量の時間 は「学 級ハイラ
イト」の練習 とVTR 撮り
5 ）小単元（4）の図工は「まぼろしの二本木城」
をB 紙にかく
6 ）小単元（5）の学級会は台本係決定
7 ）小単元（6）の音楽は劇の歌の練習
8 ）小 単元（6）の図工は劇の小道具・背景作り
表5　 社会科の歴史的内容の時間配当(73時間)
I ．「歴史上 の建物」 …………………………20時間
・法隆寺　　 ．東大寺　　・宇治平 等院
・金閣寺　　 ・二条城
Ⅱ．「二本木開拓史」　　　　　　･‥　　　　24時間I
Ⅱ.「歴史上 の人物」 …………………………29時間
・源頼朝　　 ・織田信長　・豊臣秀吉
・徳川家 康　・福沢諭吉　・西郷隆盛
・伊藤博文　 ．板垣退助　・原敬
．吉田茂
「二本木開拓史」は，左に示す図類型で実践した。
表4 に，「二本木開拓史」の実践を，時間配当の点
からまとめてみた。ところで，社会科の24時間の
時間数は，社会科の年間カリキュラム，特に歴史
的内容の中にどう位置づけるのかという点が問題
として残るが，表5 に歴史的内容の時間配当とし20
）
て示しておいた。「二本木開拓史」の実践のよう
に，「総合学習」の学習内容を教科学習の一部に含
める場合，教科学習の内容が不連続に学習される
という問題が残る。ただ，この「二本木開拓史」
の実践で身につけた主体的な追究姿勢は，歴史上
の人物の学習の中などで，子どもの積極的な学習21
）
として表れた。今後の問題として，秘の類型で「総
合学習」を実践していく場合，教科学習と「総合
学習」の関連について十分検討して，実践を進め
ていかなくてはいけないと思っている。
教育課程上の位置づけからいうならば，より積
極的に「総合学習」を実践していく場合は，先に
示した①あるいは②の類型から③あるいは④の類
型へ移行すべきである。個人研究として，「総合学
習」の実践を積み重ねていく際，法的な拘束から，
研究指定校や一部の附属小学校で見られるような③
あるいは④という類型の位置づけで実践はでき
ない。しかし，①あるいは②の類型の段階で「総
合学習」の実践的研究が積み重ねられ，理論的実
践的にも「総合学習」の有効性が認められた場合，
「総合学習」を教育活動の中核に置く図あるいは
40
④ という類 型 の 位置 づけ への 移行 は可能 に なっ て
く る。
今後 も子どもの学習の事実の中 に「総合学習」の有
妨 哇を求め， さらに問題 となるべき点を検討し ながら，
「総合学習」の実践的研究を進めてい きたい。
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